









2. Role of gallbladder function and biliary phospho・
lipase A2 in the cholesterol crystallization process 
（コレステ口ール結晶析出過程における胆嚢機能と
胆汁中ホスホリバーゼA2の役割）
1) Gallbladder dysfunction enhances physical 




2) Is a role of phospholipase A2 in cholesterol galト






















3. Bile-salt hydrophobicity is a key factor regulating 
rat liver plasma-membrane communication: rela-
tion to bilayer structure, fluidity and transporter 






















4. Quantitative detection of carcinoembryonic anti-
gen messenger RNA in the peritoneal cavity of 
gastric cancer patients by real-time quantitative 
reverse transcription polymerase chain reaction 
（胃癌患者における腹腔内洗浄液中癌胎児性抗原
(CEA）メッセンジャー RNAの real-timereverse 




















5. Suppression of the Th2 pathway by suplatast tosト
late in perennial nasal allergic patients 
（通年性鼻アレルギー患者におけるトシル酸スプラ
タストによるTh2経路抑制）
古城門恭介
（展開医科学専攻病態制御医科学講座 頭頚部外科学）
［目的］今回 Th2インヒピターの一種であるトシル
酸スプラタスト（IPD-1151T）を用いて鼻アレルギー
患者の鼻粘膜における Th2経路について検討した。
［方法］検体は通年性鼻アレルギー患者の下鼻甲介粘
膜より採取したものを用いた。浸潤細胞には免疫組織
学染色を用い、サイトカイン濃度には ELISA法を用
いて検討したO
［結果］鼻アレルギー症状は IPD-1151T内服1カ月
後に有意に軽快したO 浸潤細胞数の変化では CD4陽
性細胞と好酸球は内服後に正常レベルまで有意に減少
した。サイトカイン濃度の検討では IL-4、IL-5、IL-
13は内服後に正常レベルまで有意に減少した。一方
RANTESは内服後に有意な変化はなく、正常例より
も高かった。また、 IL-4.江FN”γIL・5/IFN－γは内服後
に正常レベルまで減少した。
［考察］鼻アレルギーの病態は様々な細胞から放出さ
れるサイトカインの複雑な関係により成立しているが、
Th2経路は重要な役割を成していることが示唆され
た。
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